やまぶき さか リ くるま 

山吹つつ じが 盛 だのに、 その 日の 寒さ は、 俥の 上 

そで ひきあわ 

で 幾度 も 外套の 袖 を ひしひしと 引合せた。 

なつくさ ばしょう ふる づ か 

夏草 や つわもの どもが、 という 芭蕉の 碑が 古塚の 上 

ふじ わらし りゅうず 

に 立って、 そのうし ろに 藤 原 氏 三代 栄華の 時、 竜頭の 

うか かんげん ひるがえ くれな い 

船を泛 ベ、 管 絃の袖 を 飜 し、 みめよき 女た ちが 紅 

はかま しゅらんかん めのう 

の 袴で 渡った、 朱 欄干、 瑪瑙の 橋の なごり だと 言う、 

あおあお 

蒼々 と 淀んだ 水の 中に、 馬の 首ば かり 浮いた ような、 

青黒く 朽 古びた 杭が 唯一 つ、 太く 頭 を 出して、 その ま 

うお かすか さぴ 

わりに 何の 魚の 影 もな しに、 幽な 波が 寂しく 巻く。 

I 雲に 薄暗い 大 池が ある。 

池が ある、 この 毛 越 寺へ 詣 でた 時 も、 本堂 わきの 事 



か いほう * きょうほう 

体楷法 正しく、 行 法 また 精妙に して 

すなわち 

と言う もの 即 これで ある。 

ちょっと (この 寺ので はない) 或 案内 者に 申すべき 

ささ かけじく 

事が ある。 君が 提げて 持った 鞭 だ。 が、 遠くの 掛軸 を 

指し、 高い 処の仏 体 を 示す の は、 とにかく、 目前に 

ちかぢか かんおん せいし きんぞう 

近々 と 拝まる る、 観音 勢 至の 金 像 を 説明す ると 言って、 

おんめ 

御 目、 眉の 前へ、 今にも 触れそう に、 ビシャ ビシャ と 

さき もったい 

竹の 尖 を 振う の は 勿体ない。 大慈大悲の 仏た ちで ある。 

さく 

大して 御 立腹 も あるまい けれども、 作が いいだけ に、 

またたき うつとう 

瞬 もした まいそうで、 さぞお 鬱陶し かろうと 思う。 

くるま しん な つくさ づ か そば 

俥 は 寂然と した 夏草 塚の 傍に、 小さく 見えて 待つ 



の 垣根 越に、 それ も 偶に 見る ばかりで、 我ら 東京に 住 

きんい じょうじょう 

む もの は、 通リ がかり にこの 金 衣の 娘 々を 見る 事 は 

よ ほかと ち 

珍しい と 言っても 可い。 田舎の 他 土地 とても、 人家の 

庭、 背戸なら 格別、 さあ、 手 折っても 抱いても いいよ、 

とこう 野中の、 しかも 路の 傍に、 自由に 咲いた のは殆 

ど 見た 事がない。 

さ.？ まじ 

そこへ、 つつじの 赤い のが、 ぼ ー となって 咲 交る。 



が、 燃 立つ ような の は 一 株 も 見えぬ。 霜に、 雪に、 

とざ せ い 

長く 鎖され た 上に、 風の 荒ぶ る 野に 開く 所為であろう、 

花弁が 皆 堅い。 山吹 は 黄なる 貝 を 刻んだ ようで、 つつ 



彼奴 猛獣 だからね ご 

「何ともし や あしまし ねえ。 こち とら 馴染 だで ご 

か じ おおき まき ふ 

けれども、 胸が 細くな つた。 轅 棒で、 あの 大 ぃ卷斑 

の ある 角 を 分けた ので あるから。 

「や あ、 汝、 …… 小僧 も 達 しゃがな。 あい、 御免 ご 

敢て 獣の 臭 さえ もしないで、 縦の 目で 優しく 視る 

と、 両方へ 黒い ハ— ト 形の 面 を 分けた。 が 牝牛 〔# 「牝 

牛」 では 底本で は 「牡牛 匕 の 如き は、 何だか 極り でも 悪 

かった ように、 さらさらと 雨の あとの 露 を 散して、 山 

吹の 中へ 角 を 隠す。 

私 は それでも 足 を 縮めた。 



やつ ころも せき 

「ああ、 漸と 衣の 関 を 通った よご 

全く、 ほっとした くらいで ある。 振 向いて 見る 勇気 

もなかった。 

こいえ にしめ 

小 家が ちょっと 両側に 続いて、 うん どん、 お煮 染、 

おんさけ ど こ 

御酒な どの 店 もあった。 が、 何処へ も 休まないで、 

わかいし ゆ くるま 

車夫 は 坂の下で 俥 をお ろした。 

のきば なか 

軒端に 草の 茂った、 その 裡に、 古道具 を ごつごつと 

あかえ まじ 

積んだ、 暗い 中に、 赤 絵の 茶碗、 皿の 交った 形 は、 大 

うつろ 、： 'まら こま 、かぜ、， 

木の 空洞に 茨の 実の 溢れた ような 風情の ある、 小さ 

な 店 を 指して、 

「あの 裏に、 旦那、 弁慶 手植の 松が あるで —— 御覧に 



なる 力な 」 

「いや、 帰途に しまし ようご 

その 手植の 松より、 直接に 弁慶に お 目に 掛 つた。 

こだち しんしん いさ さ すご 

樹立の 森々 として、 聊か もの 凄い ほどな 坂道 —— 

いわはだ ぬか リ すべ 

岩膚を 踏む ようで、 泥濘 はしない が つるつると、 にる。 

わらじ じょうげ むず か 

雨降りの 中で は 草鞋 か 靴で でもない と 上下 は 難し か 

そ こ とおりぬ きた かみが わ ころもがわ 

ろう —— 其処 を 通 抜けて、 北上 川、 衣河、 名に しおう、 

たか だち あと あずまや 

高 館の 址を 望む、 三方 見晴 しの 処 (ここに 四阿が 立つ 

て、 椅子の 類、 木の 株な どが 三つば かり 備えて ある。) 

其処へ 出る と、 真 先に 案内す るの が 弁慶 堂で ある。 

わかいし ゆ さ がけ さが 

車夫が、 笠 を 脱いで 手に 提げながら、 裏道 を 崖下リ 



二 タリと、 しかし、 こう、 何 か 苦笑 をして いそうで 

めじ わ おでこ 

目 も 細く、 目 皺が 優しい。 出額で またこう、 しゃくう 

み たましい ふもと 

ように 人 を視た 工合が、 これで 魂 が 入る と、 麓の 茶 

こおん.^ おお A.J 

店へ 下りて 行って、 少女の 肩 を大な 手で、 

「どう だ ご 

や じょうだん こうこうや 

と 遣りそう な、 串戯 ものの 好々 爺の 風が ある。 が、 

ゆたか 

歯が 抜けたら しく、 豊な 肉の 頰の あたりに げっそり 

やつれ ほうがん いのち 

と 窶 の 見える のが、 判官に 生命 を 捧げた、 苦労の ほど 

しの 

が假 ばれて、 何となく 涙ぐまる る。 

ほんもん くろ かわお どし おおよ ろい こかげ 

で、 本文 通り、 黒 革 緘の大 鎧、 樹 蔭に 沈んだ 色な 

よろ い そで さつ そう なぎなた こご 

がら 鎧 の 袖 は 颯爽と して、 長刀 を 軽く ついて、 少し 屈 



ところどころ み 

に は 限らない。 処 々汽車の 窓から 視た桜 は、 奥が 暗 

くなる に 従って、 ぱっと 冴 を 見せて 咲いた の はな かつ 

うすず みう こん あ さ * き 

た。 薄墨、 鬱金、 また その 浅葱と 言った ような、 どの 

桜 も、 皆 ぼつと りと して 曇って、 暗い 紫 を 帯びて いた。 

雲が 黒かった ため かも 知れない。 

と きざ はし はなびら 

唯、 階 の 前の 花片が、 折からの 冷い 風に、 はら は 

さそ そら 

らと 誘われて、 さっと 散って、 この 光堂の 中 を、 空 ざ 

は め うきぼり 

まに、 ひらりと 紫に 舞う かと 思う と 羽目に 浮彫し 

くじゃく ろくしょう さ 

た、 孔雀の 尾に 玉 を 刻んで、 緑青に 鯖び たのが なお 

おごそか 

厳 に 美しい、 その 翼 を —— ばらばらと たたいて、 ち 

き ん まきばしら 

らちら と 床に こぼれ かかる …… と宙 で、 黄金の 巻柱 



雛 芥子の 紅 は、 美人の 屍より 開いた と 聞く。 光堂 

こんじき このみ 

は、 ここに 三 個の 英雄が 結んだ 金色の 果なので ある。 

謹んで、 辞して、 天界 一叢の 雲 を 下りた。 

きざ はし そとがこい く も 

階 を 下り ざまに、 見返る と、 外囲の 天井裏に 蜘蛛 

の 巣が かかって、 風に 軽く 吹かれながら、 きらきらと 

輝く の を、 不思議なる 塵よ、 と 見れば、 j 粒の 金粉の 

落ちて 輝く のであった。 

き よ ぅぞ う いや なつかし 

さて 経蔵 を 見よ。 また 弥が 上に 可 懐い。 

は め かりょう びんが ほうふ つ 

羽目に は、 天女 —— 迦陵頻 伽が 髡髴 として 舞いつつ、 

うきで つか ぬき 

かなでつつ 浮 出て いる。 影 をう けた 束、 貫の 材は、 鈴 

と 草の 花の 玉の 螺鈿で ある。 



この 須弥壇 を 左に、 f 架 を 高く 設けて、 ここに、 

こんし きんで い 

紺 紙 金泥の 一 巻 を 半ば 開いて 捧げて ある。 見返し は 

きんでい ぎんでい ほんきょう せいれい こうち 

金泥 銀泥で、 本 経の 図解 を 描く。 …… 清麗 巧緻に し 

て かつ 神秘で ある。 

いま 此処に 来て この 経を視 るに、 毛 越 寺の 彼 は あた 

かも 砂金 を捧 ぐるが 如く、 これ は 月光 を 仰ぐ ようで 

あった。 

か や すみぞめ 

架の 裏に、 色の 青白い、 痩せた 墨染の 若い 出家が 一 

人いた ので ある。 

私の 一 礼に 答えて、 

ゆる 

「ご 緩り、 ご覧な さいご 



さんいつ 

二、 三の 散佚 はあろう が、 言うまでもなく、 堂の 

ないへき やつ もと ひら 

内壁に めぐらした 八の 棚に 満ちて、 二 代基衡 のこの 

いっさいきょう きょひら きんぎんで いい ち * きょう がき ならび 

一切経、 一 代 清衡の 金銀 泥 一 行 まぜ 書の 一 切 経、 並 

ほうがんびいき ひで ひら 

に 判官 矗 貭の 第一人者、 三代 秀衡 老雄の 奉納した、 

おうし そうばん こくよう うるし か 

黄紙宋 板の 一 切 経が、 みな 黒耀の 珠玉の 如く 漆 の 架 

しち だかた うま 

に 満ちて いる。 —— 一 切 経の 全部 量 は、 七駄片 馬と 称 

うるので ある。 

「 —— 拝見 をいた しました ご 

「はいご 

こし ごろ も ほおば 

と 腰 衣 の 素足で 立って、 すっと、 経堂 を 出て、 朴歯 

たか あしだ まき そで ほつ そ ゆ 

の 高 足駄で、 卷 袖で、 寒く 細りと 草 を 行く。 清らかな 



僧で あ つ た。 

「弁天 堂 を 案内し ますで ご 

と 車夫が 言った。 

向う を、 墨染で 一 人 行く 若僧 の 姿が、 寂しく、 しか 

も 何となく 貴く、 正に、 まさしく 彼処に おわす る …… 

おんまえ 

天女の 御前へ、 われら を 導く、 つつまし く、 謙譲なる、 

一 個のお 取次の ように 見えた。 

かくて こそ 法師た る ものの 効 はあろう。 

きんらん どんす よそお がらん 

世に、 緋、 紫、 金襴、 緞子 を 装うて、 伽藍に 処 する 

こうけ だ いみょう ぷ つぼ さ つ 

こと、 高 家 諸侯の 如く、 あるいは 仏 菩薩の 玄関番と し 

て、 衆 俗 を、 受附で 1! 張って 追 払うよう なのが 少 くな 



レ 

そんなの は、 僧侶なん ど、 われらと、 仏 神の 中を妨 

しゅうと こじゅうと 

ぐる、 姑 だ、 小姑 だ、 受附 だ、 三 太夫 だ、 邪魔 もの 

である。 

しゅじょう おいはら 

衆生 は、 き やつばら を 追 払って、 仏に も、 祖師に も、 

天女に も、 直接に お 目に かかって 話す がいい。 

時に、 経堂 を 出た 今 は、 真昼ながら、 月光に 酔 〔#ル 

ビの 「よ」 は 底本で はは 「え 匕 い、 桂 の 香に 巻かれた 心 

みちし ば 

地が して、 乱れた ままの 道 芝 を 行く のが、 青く 清明な 

まる 

る 円い 床 を 通る ようで あ つ た。 

きざ はし てんが おん ゆう ベ んざ い てん 

階 の 下に 立って、 仰ぐ と、 典雅 温 優なる 弁財天の 



きんじ ふち ぼたん か がく 

金字に 縁して、 牡丹 花の 額が かかる。 …… いかに や、 

あめつゆ さいしき き じ 

年 ふる 雨露に、 彩色の かすかに なった のが、 木地の 

ごふん あら もえぎ ぐんじょう 

胡 粉 を、 かえ つ て ゆかしく 顕 わして、 萌 黄に 群青 の 影 

はくりょく へきらん 

を 添え、 葉 を かさねて、 白 緑 碧 藍の 花 をいだ く。 さな 

がら 瑠璃の 牡丹で ある。 

たかえん あまおち 

ふと、 高 縁の 雨 落に、 同じ 花が 二、 三輪 咲いて いる 

ように 見えた。 

扉が ギィ、 キリ キリと …… 僧の 姿 は、 うらに 隠れつ 

つ、 見えずに 開く。 

きま リ 

ぼかんと 立った のが 極が 悪い。 

あす ^ J すき み 

ああ、 もう 彼処から 透 見 をな すった。 



ましろ 

とそう 思う ほど、 真白き 面影、 天女の 姿 は、 すぐ 

其処に 見えさせ 給う。 

うつむ 

私 は 恥じて 俯向いた。 

「そのまま でお 宜しい ご 

壇 は、 下駄の ままでと 彼の 僧が 言う ので ある。 

二 、 »k \^ 

る 力る 力 

足袋の、 そんなに 汚れて いないの が、 まだし もで あつ 

た。 

しょくこう にしき てんが い まくろ 

蜀紅 の 錦 と言う、 天蓋 も 広く かかつ て、 真黒き 

みぐ し ほう さい さえぎ おん おもかげ たえ 

御 髪の 宝 釵の玉 一 つ を も 遮らない、 御 面影の 妙なる 

おんまな おそれおお 

こと、 御 目 ざしの 美し さ、 …… 申さん は 恐 多 い。 ただ 



こく も おんな ごり さえ 惜 まれ ま いらす ようで、 涙ぐま 

かく へきる リ 

しくまた 額 を 仰いだ。 御堂 そのまま、 私 は 碧 瑠璃の 

ぼたん か うち 

牡丹 花の 裡に 入って、 また 牡丹 花の 裡 から 出た ようで 

あった。 

おおき ちょう さ 

花の 影が、 大な蝶 のように 草に 映した。 

あきらか おぼろ ゆうべ 

月 ある、 明なる 時、 花の 朧 なる 夕、 天女が、 こ 

の 縁側に、 ちょっと fl 居の 腰 を 掛けて いたまう と、 経 

じ し どうじ ほっす しゃくじょう 

蔵から、 侍士、 童子、 払 子、 錫 杖 を 左右に、 赤い 獅 

き ちんじゅ しり 

子に 騎 して、 文珠師 利が、 悠然と、 草 をのりながら、 

「今晩は II 姫君、 いかが ご 

などと、 お 話が ありそう である。 



だ (はるばる) と言うよ うに 流る るので ある。 

よしつ ねこう 

「この 奥に 義経公 ご 

くるまや くるま 

車夫の 言葉に、 私 は 一度 俥 を 下りた。 

帰途 は —— 今度 は 高 館 を 左に 仰いで、 津軽青 森まで、 

遠く 続く という、 まばらに 寂しい 松 並木の、 旧 街道 を 

通った ので ある。 

松 並木の 心細 さ。 

途中で、 都ら しい 女に 逢ったら、 私 はもう 一度 車 を 

とびお せな ほうがん 

飛 下りて、 手 も 背 も かした であろう。 —— 判官に あこ 

がるる、 静の霊 を、 幻に 感じた。 



「あれ は、 鮭 かいご 

すれ違って 一 人、 潑剌 〔# 「剌」 は 底本で は 「刺 匕 た 

ぢぉぅ ぢ さ か サ と お 

る 大魚を 提げて 龃 通った ものが ある。 

「鱒 だ、 —— 北上 川で 取れる でが すよ ご 

ああ、 あの 川 を、 はるばると 私 は、 はじめて 

ひとすじ ひ うお せ さま 

一 条 長く 細く 水の 糸を曳 いて、 魚の 背と ともに 動く 状 

を 目に 宿した ので ある。 

とこ ゆ きのう 

「あれ は、 は あ、 駅長 様の 許へ 行く だかな。 昨日 も 

いっぴき あが ていしゃば おがわ や 

一 尾 上りました。 その 鱒 は 停車場 前の 小 河屋で 買った 

でが すよ ご 

「料理屋 かね ご 



は た ご や あすこ 

「旅籠 屋だ。 新築で がして な、 まんず この辺で は 彼 店 

こい いつ ぴき 

だね。 まだ、 旦那、 昨日 は その上に、 はい 鯉 を 一尾 買 

入れた でな あご 

そ こ ちゅうじき 

「其処へ、 つけて おくれ、 昼食に …… 」 

しんせつ 

—— この 旅籠 屋は 深切であった。 

「鱒が あります ね ご 

と 心得た もので、 

てリ やき びんづめ 

「照焼に して 下さい。 それから 酒は罎 詰の が あったら 

もらいたい、 なりたけ いいの を ご 

束髪に 結った、 丸 ぼち やなの が、 

「はいはい。 I 



と 柔順 だつ け。 

こよ 1 つ まる 

小用 をた して 帰る と、 もの 陰から、 目 を 円く して、 

一 大事そう に、 

「あの、 旦那 様 ご 

「何 だいご 

あつらえ 

「照焼に せいとい う、 お 訛 です がな あご 

「ああ ご 

かわます 

「川 鱒 は、 塩 をつ けて 焼いた 方が おいしいで、 そうし 

て は 不可ないで すかな ご 

「ああ、 結構 だよ ご 

やがて、 膳に、 その 塩焼と、 別に 訛え た 玉子 焼、 青 
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